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(1)2013 年度日本西洋史学会大会（2013 年 5 月 11 日、京都大学）全
体シンポジウム「東アジアの西洋史学」においてなされたコメント
「 What is History in the Age of Globalization ? 」
（http://www.econ.tohoku.ac.jp/~odanaka/cv/2013kyoto.pdf）を和訳し、
さらに大幅な加筆修正を加えたものである。 
(2)東京都歴史教育研究会・秋季講演会（2013 年 12 月 14 日、東京
都立石神井高等学校）および北海道高等学校世界史研究会・冬季研
























 今回のトークでは、このうち前者すなわちグローバル史学を取上げ、それが 21 世紀初頭
という今日の（歴史研究と歴史教育を含む広義の）歴史学に持つ意義について考え、歴史
学のトレンドとしてのグローバル史学を評価します。3 そのうえで、グローバル史学の先











た。ただし、彼の主著であり、今日におけるグローバル史学の正典『大分岐』（Pomeranz, K., The Great 


























































































































                                                                                                                                                                  
エンタリズム』（上下、今沢紀子訳、平凡社・平凡社ライブラリー、1993、原著 1978）で決まりでしょう…
…が、読むのがしんどい（というよりも、序章だけ読めば十分という気もする）本です。 
8 フランク『リオリエント』（山下範久訳、藤原書店、2000、原著 1998）。 
9 とりあえず Fukasawa, Katsumi, Toilerie et commerce du Levant au XVIIIe Siècle (Paris : CNRS Editions, 1987)／
深沢克己他『信仰と他者』（東京大学出版会、2006）／黒田明伸『貨幣システムの世界史』（岩波書店、2003）



































                                                        
10 対象国名が付いた歴史学会の例としては、フランス史を研究しているぼくに近いところでいうと、USA
にはフランス史学会（French Historical Society）があり、イギリスにはフランス史研究学会（Society for the Study 



























































































































                                                        




































































































































（sympathy-based comparative national histories）」とでもよぶべき営為です。 
 東アジアにおけるグローバル史学をけん引する韓国の歴史学者イム・ジヒョンは「真に
グローバル化された中心なき歴史（worlding and decentered history）」により、グローバル史
学と一国史学（彼の言葉では「国民史」）の共犯関係を解きほぐすべきことを提唱していま
す。20 これは着目に値する提案ですが、ただし「真にグローバル化された中心なき歴史







                                                        
19 スミス的意味における「共感」という営為が歴史学においていかなる機能と意味を持ちうるかについて
のぼくの考えは、Odanaka, Naoki, “From Responsibility to Compassion” (Zeitschrift für Japanisches Recht/Journal 
of Japanese Law, 31, 2011)にまとめてあります。 
20 イム・ジヒョン「国民史の布石としての世界史」（前掲）を参照。 
